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ほ
ら
、
頑
張
っ
て

　
一
緒
に
歩
こ
う
！

（
10
月
７
日
、
戸
田
か
ぼ
ち
ゃ
祭
り
＝
関
連
記
事
16
㌻
）
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News & Information

　平成31年度九戸村職員採用候補者を決める試験
を次の通り実施します。

■試験職種および採用予定人員
　①保育士・幼稚園教諭……若干名
　②保健師……………………１名

■受験資格
　①保育士・幼稚園教諭…昭和58年４月２日以降
　に生まれた人で、保育士資格および幼稚園教諭２
　種免許の両方を有している人または採用までに取
　得する見込みの人。
　②保健師…昭和58年４月２日以降に生まれた人
　で、保健師の免許を有している人または採用まで
　に取得する見込みの人。

■受付締切日
　○11月15日（木）まで
　※受付時間は、午前８時30分から午後５時30
　分までです。（土・日・祝日を除く）
　※郵送の場合は、11月 15日 (木 )午後５時
　30分必着です。

■受験手続き
　○申込用紙に必要事項を記入し、総務企画課に
　提出してください。
　○申込用紙は、総務企画課で配付するほか、村
　ホームページからダウンロードできます。

■第１次試験
　○日時…12月２日（日）　午前10時開始
　○場所…九戸村役場

■申し込み・問い合わせ
　総務企画課庶務財政班（☎42-2111内線168）

ヤマドリツツジ

アカマツ

村の花・鳥・木

職員採用試験
申込用紙はこちら

九戸村役場庁舎

村
試験

職九戸
用採
員
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News & Information

　

村
で
は
、
財
政
基
盤
で
あ
る

税
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、
収

納
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
差
し
押
さ
え
た
財
産
の

公
売
を
行
い
ま
す
。 

〈
公
売
日
程
〉 

①
開
催
日

　
11
月
16
日
（
金
）

②
会
場

　

二
戸
広
域
観
光
物
産
セ
ン

タ
ー　

カ
シ
オ
ペ
ア
メ
ッ
セ
な

に
ゃ
ー
と　
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
開
場

　
午
前
9
時

○
不
動
産
入
札　

　
午
前
９
時
20
分
〜

○
1
回
目
動
産
入
札

　
午
前
10
時
〜

○
2
回
目
動
産
入
札

　
午
前
11
時
20
分
〜

■
当
日
必
要
な
物 

○
買
受
代
金
（
現
金
）

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

　
証
、
保
険
証
な
ど
）

○
印
鑑
（
認
印
も
可
、
法
人
の

　
場
合
は
代
表
者
印
）

○
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と

　
代
理
人
の
認
印

■
公
売
財
産

○
不
動
産
…
二
戸
市
の
居
宅
、

　
山
林
な
ど

○
動
産
…
日
用
品
、
家
具
、
絵

画
な
ど
３
０
０
点
あ
ま
り

※
完
納
な
ど
に
よ
っ
て
公
売
の

一
部
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
戸
地
区
合
同
公
売
会
を
開
催

県
地
方
税
特
別
滞
納
整
理
機
構
公
売
会
も
同
時
開
催

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
３
３
）

　

納
税
は
憲
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
国
民
の
義
務
で
す
。

　

村
で
は
、
納
め
て
い
た
だ
い

た
貴
重
な
税
金
を
財
源
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
村
税

の
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
が

発
送
さ
れ
、
督
促
手
数
料
を
加
算

し
た
納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人

と
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
割
合
に
基
づ
い
た

延
滞
金
も
加
算
さ
れ
る
事
に
な
り

ま
す
。

　
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
10
日

を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な

け
れ
ば
、
滞
納
処
分
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
滞
納
処
分
と
は
、
納
税
者
が
自

主
的
に
納
付
し
な
い
場
合
に
、
納

税
者
の
財
産
か
ら
強
制
的
に
徴
収

す
る
た
め
の
法
的
手
続
き
で
す
。

給
与
や
不
動
産
な
ど
の
財
産
の
調

　

失
業
や
家
族
の
病
気
な
ど
、

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
期
限
ま

で
に
税
金
を
納
め
る
事
が
難
し

い
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
放
置

せ
ず
に
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
減
免
や
納
税
の
猶
予
な

ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

納
税
は
忘
れ
ず

納
期
限
内
に
！

納
期
限
超
過
は

損
を
し
ま
す
！

督
促
し
て
も

未
納
だ
と
…

査
お
よ
び
差
し
押
さ
え
を
行
い
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
家
宅
捜
索
に

よ
り
強
制
的
に
財
産
を
差
し
押
さ

え
て
公
売
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
は
、
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
で
も
、
納
期
限
内
に

納
税
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
納

め
る
事
が
で
き
る
経
済
状
況
に
も

関
わ
ら
ず
納
め
な
い
人
や
、
滞
納

額
が
累
積
し
高
額
と
な
っ
て
い
る

滞
納
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
村
で
は
、
こ
の
よ
う
な
納
税
者

に
対
し
、
滞
納
処
分
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

村
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

納
付
困
難
時
は

早
め
の
相
談
を

❶❶
納
税
は
忘
れ
ず
❶
納
税
は
忘
れ
ず

納
税
は
忘
れ
ず
❶
納
税
は
忘
れ
ず
❶
納
期
限
内
に
！
❶
納
期
限
内
に
！

納
期
限
内
に
！
❶
納
期
限
内
に
！

❷❷
納
期
限
超
過
は
❷
納
期
限
超
過
は

納
期
限
超
過
は
❷
納
期
限
超
過
は

損
を
し
ま
す
！
❷
損
を
し
ま
す
！

損
を
し
ま
す
！
❷
損
を
し
ま
す
！

❸
督
促
し
て
も
❸
督
促
し
て
も

督
促
し
て
も
❸
督
促
し
て
も
❸
未
納
だ
と
…
❸
未
納
だ
と
…

未
納
だ
と
…
❸
未
納
だ
と
…

❹❹
納
付
困
難
時
は
❹
納
付
困
難
時
は

納
付
困
難
時
は
❹
納
付
困
難
時
は

早
め
の
相
談
を
❹
早
め
の
相
談
を

早
め
の
相
談
を
❹
早
め
の
相
談
を

〜  

公
売
財
産
出
品
例  

〜
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歳
入

村
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
の
村
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
の
村
議
会
定
例
会
で
審

査・認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、１
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
入
り
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
負

担
し
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
村
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の

か
。
村
の
「
家
計
簿
」
と
も
い
え
る
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
（
村
に
入
っ
た
お
金
）
の

総
額
は
48
億
３
７
２
１
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
４
億
５
３
１
８
万
円

（
10
・
３
％
）
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
項
目
別
で
は
、
地
方
交
付
税

が
20
億
７
７
２
４
万
円
。
前
年
度

よ
り
４・５
％
減
と
な
り
歳
入
全
体

の
42
・
９
％
を
占
め
、
自
主
財
源

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
国
庫
支
出
金

の
７
億
７
８
８
６
万
円
と
な

り
４
億
１
０
６
３
万
円
（
111
・

５
％
）
の
増
。
３
番
目
が
村
債
の

５
億
７
０
８
０
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
18
・
２
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

村
税
や
諸
収
入
な
ど
村
が
独

自
に
確
保
し
た
自
主
財
源
は

９
億
３
０
２
５
万
円
で
、
歳
入
全

体
の
19
・
２
％
、
前
年
度
よ
り
２
・

１
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
や
補
助

金
、
村
債
な
ど
依
存
財
源
は

39
億
６
９
６
万
円
で
歳
入
全
体

の
80
・
８
％
と
な
り
、
村
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

66
万
４
６
８
０
円
で
、
昨
年
よ
り

８
万
７
１
６
９
円
増
と
な
り
ま
し

た
。

※
平
成
30
年
３
月
末
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
人
口
５
８
７
８
人
で

計
算
し
て
い
ま
す
。

交
付
税
が
43
％
占
め
る

歳入  48億3,721万円

◎一般会計歳出決算額の推移
（　　）内は対前年度比

地
方
交
付
税
▽
全
国
の
市
町
村
の

サ
ー
ビ
ス
が
一
定
水
準
に
な
る
よ

う
に
、
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金
▽
事
業
に
対
す

る
補
助
金
な
ど
の
よ
う
に
、
使
い

道
を
特
定
し
て
国
や
県
か
ら
支
出

さ
れ
る
お
金

村
債
▽
村
が
計
画
的
に
国
な
ど
か

ら
借
り
る
お
金

繰
入
金
▽
積
立
金
か
ら
取
り
崩
し

た
お
金

諸
収
入
▽
預
金
利
子
や
雑
収
入
な
ど

公
債
費
▽
村
債
の
元
金
・
利
子
の

返
済
に
充
て
る
お
金

目
的
別
経
費
▽
歳
出
を
そ
の
行
政

目
的
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
。

総
務
費
、
民
生
費
、
農
林
水
産
業

費
な
ど

性
質
別
経
費
▽
歳
出
を
経
済
的
性

質
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
。
人

件
費
、
物
件
費
、
扶
助
費
な
ど

歳入

地方消費税交付金　9,979万円（2.1％）
  地方譲与税　4,762万円（1.0％）
    自動車取得税交付金　833万円（0.2％）
       地方特例交付金　87万円（0.0％）
         配当割交付金　68万円（0.0％）
            株式等譲渡所得割交付金　75万円（0.0％）
               利子割交付金　50万円（0.0％）　

19.2％

自主財源

依
存

財
源　80.8％

歳入

村税
4億7,824万円

（9.9％）
その他

4億5,201万円
（9.3％）

繰越金　2億7070万円（5.6％）
  諸収入　8,785万円（1.8％）
    使用料及び手数料　6,400万円（1.3％）
      分担金及び負担金　1,059万円（0.2％）
        財産収入　553万円（0.1％）
          繰入金　  665万円（0.1％） 
            寄付金　669万円（0.2％）

地方交付税
20億7,724万円

（42.9％）

村債
5億7,080万円

（11.8％）

国庫支出金
7億7,886万円

（16.1％）

県支出金
3億2,152万円

（6.7％）

その他
1億5,854万円

（3.3％）

一
般
会
計
決
算
の
内
訳

平成29年度
決算報告

27

24

25

26

0 10 20 30 40 50

41億9,788万円（1.3％）

億円

年度

28

38億1,584万円（△9.1％）

41億6,065万円（2.9％）

41億1,333万円（△1.1％）

29

40億4,391万円（6.0％）

44億5,042万円（8.2％）

決
算
の
用
語
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歳
出

人件費
5億5,764万円

（12.5％）

維持補修費　　1,714万円（0.4％）
投資・出資・貸付金　200万円（0.0％）

歳出

　　　
　

　
　

　
　

　

　　　　　　　その
他

の
経

費（
39

.2％）   義務的経費（
31.1％

）

投資的経費 （29.7
％

）

繰出金
4億10万円
（9.0％）

補助費
5億513万円
（11.4％）

物件費
7億3,070万円

（16.4％）
普通建設事業費

6億6,528万円
（15.0％）

公債費
4億808万円
（9.2％）

扶助費
4億1,849万円

（9.4％）

積立金
9,107万円
（2.0％）

災害復旧事業費
6億5,479万円

（14.7％）

③

⑦

前
年
度
比
８
％
増

　

歳
出
（
村
が
使
っ
た
お
金
）
の

総
額
は
44
億
５
０
４
２
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
３
億
３
７
０
９
万

円
（
８・
２
％
）
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
村
民
一
人
当
た
り
で
、

75
万
７
１
３
２
円
が
使
わ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
物
件
費
が

７
億
３
０
７
０
万
円
で
歳
出
全
体

の
16
・
４
％
を
占
め
、
前
年
度
よ

り
１・２
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
物
件
費
は
、
村
が
業
務
を

遂
行
す
る
際
に
支
出
す
る
消
費
的

経
費
で
す
が
、
賃
金
（
期
限
付
臨

時
職
員
な
ど
）、
需
用
費
、
備
品
購

特別会計の決算状況
会 計 名 歳　入 歳　出 差 引 額

国民健康保険 8億1,918万円 8億1,912万円 6万円
後期高齢者医療 5,868万円 5,863万円 5万円
農業集落排水事業 2,871万円 2,816万円 55万円
下水道事業 1億2,503万円 1億2,088万円 415万円
索 道 事 業 1,417万円 1,416万円 1万円
戸田財産区 1,731万円 1,619万円 112万円
伊保内財産区 465万円 465万円 0万円
江刺家財産区 599万円 436万円 163万円
合　　計 10億7,372万円 10億6,615万円 757万円

水道事業会計の決算状況
１　収益的収入支出（経営成績）
●収入　1億3,238万円　●支出　1億1,824万円　●総利益　1,414万円

２　資本的収入支出（施設整備費および企業債償還金）
●収入　735万円　　　●支出　6,864万円
※収入不足の6,129万円については、過年度分損益勘定留保資金2,064万
円と当年度分損益勘定留保資金3,905万円および消費税資本的収支調
整額160万円で補てんしました。

歳出    44億5,042万円

入
費
、
委
託
料
な
ど
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
多
い
の
が
、
防
災
行
政
無

線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
工
事
や
、
道

路
改
良
工
事
な
ど
の
普
通
建
設
事

業
費
が
６
億
６
５
２
８
万
円
で
、

前
年
度
比
１・６
５
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
続
い
て
災
害
復
旧
事
業

が
６
億
５
４
７
９
万
円
で
、
前
年

度
比
３
８
９・４
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
義
務
的
経
費（
人
件
費
、扶
助
費
、

公
債
費
）
の
割
合
は
歳
出
全
体
の

31
・
１
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
１
・

３
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平成29年度の主な事業（一般会計）

総
務
費

定期バス路線運行維持対策事業 1,841万円
マイクロバス購入事業 670万円
地域コミュニティ活動助成金事業 326万円
衆議院議員総選挙 763万円
財政調整基金 7,591万円

民
生
費

あったか生活支援事業 434万円
国民健康保険特別会計繰出金 5,598万円
障害福祉サービス給付事業 1億3,337万円
重度心身障害者医療費助成 1,176万円
介護予防事業 1,483万円
伊保内保育園増築事業 298万円
児童手当給付事業（延べ 6,599人） 7,446万円
保育園運営費（人件費除く） 1億1,300万円
福祉対策補助金 1,354万円
産地パワーアップ事業補助金（繰越） 4,731万円
ブロイラー価格安定対策事業 8,901万円
放牧場管理事業 2,437万円
多面的機能直接支払交付金 3,127万円
青年就農給付金事業 3,289万円
中山間地域直接支払事業 911万円
いわて地域農業マスタープラン実践支援事業 1,431万円

商
工
費

九戸村情報発信事業 2,706万円
ふるさとの湯っこ電気風呂改修事業 477万円

土
木
費

除雪事業費 2,747万円
道路新設改良事業 1億3,270万円
村営住宅整備事業 1億848万円

消
防
費

常備消防費（二戸広域負担金など） 1億7,701万円
非常備消防費（団員報酬、訓練費など） 2,946万円
防災行政無線システム整備工事 9,954万円

教
育
費

小中学校情報ネットワーク機器整備事業 2,916万円
伊保内小学校体育館屋根修繕工事 3,294万円
スクールバス運行事業 2,266万円
住みたくなる地域づくり活動支援事業 1,263万円
学校給食施設運営費（材料費など） 8,325万円

災
害
復
旧
費

公共土木施設災害復旧費 5億7,469万円
農地農業用施設災害復旧費 6,041万円

公
債
費

長期債元金償還金 3億7,892万円
長期債利子償還金 2,916万円
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m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

荒谷獅子踊り（荒谷獅子踊り保存会）

活力みなぎる音楽を
「はなおと」が奏でる

漆原栄美子さんが
伸びのある民謡を披露

ふるさと創造館まつり
見て聴いて食べて楽しむ
　９月23日、村ふるさと創造館で第9回ふるさと創造館まつ
りが開かれました。村内外から多くの人が集まり、来場者は
郷土芸能や音楽の発表、食を楽しみました。
　祭りでは、さまざまな発表が来場者を楽しませました。花
巻市出身の音楽ユニット「はなおと」や伊保内高校の吹奏楽が、
若く活力に溢れた音楽を奏でました。また、特別ゲストの漆
原栄美子さんによる民謡歌謡ショーが行われ、来場者は歌声
に酔いしれていました。来場者は発表の他にも、食を楽しみ
ました。鮎の塩焼きや串もち、野田村特産の荒海ホタテなど
が販売され、出来立ての温かい料理に舌鼓を打っていました。
　来場者は、郷土芸能や踊りを見て、音楽を聴いて、料理を
食べて、ふるさと創造館まつりを楽しんでいました。

伊保内小でＡＥＤ講習会
人命救助の方法を身につける
　ＡＥＤ講習会が10月2日、伊保内小学校で行われました。
同校の5年生16人が心肺蘇生法やＡＥＤの使い方について学
びました。
　児童は、ビデオを見て心肺蘇生法やＡＥＤの使い方を学習。
基本について覚えていきました。その後、実際に訓練用のマ
ネキンとＡＥＤを使った訓練をしました。１分間に100回の
スピードで胸骨圧迫をする事、ＡＥＤは電気ショックをする
前に、離れるように促す事などを学びました。児童16人はも
しものために、人命救助の方法を身につけていました。

ＡＥＤの使い方を実践する伊保内小の児童

伊保内利一さんに国保功労者表彰状
国保事業の運営に寄与
　９月19日に村役場村長室において、国民健康保険功労者表
彰伝達式が開かれました。五枚橋久夫九戸村長から伊保内利
一さんに表彰状が伝達されました。
　伊保内さんは、8月28日に開かれた国民健康保険に関する
功労の表彰で、県知事表彰を受賞。当日は髙﨑覺志議員が代
理出席し、表彰状を受け取りました。
　今回の県知事表彰の功績として、平成10年2月から20年
にわたって、村国民健康保険運営協議会委員として、国民健
康保険事業の健全な運営に寄与したことが称えられました。

表彰状を掲げる伊保内利一医院長（写真中央）
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　　　　　　　　華やかに跳ね回る、

野田村からの出店
荒海ホタテが好評

スマホケータイ安全教室
スマホの利用法を学ぶ
　８月30日、スマホケータイ安全教室が長興寺小学校で開か
れました。ＮＴＴドコモ東北支社の永澤亜希子さんが、スマー
トフォンやケータイにおける危険性や注意点などを、児童や
保護者に分かりやすく説明しました。
　ＳＮＳでは、画像や文章などから個人情報が特定されてし
まうこと、「おかしい」のように意味合いが異なる言葉によっ
て、受け手に誤解されてしまうことなどが挙げられ、その対
策や解決策について説明しました。
　児童たちは、再現ドラマやクイズなどを交えながら、スマー
トフォンの利用方法について学んでいました。

ＳＮＳでの情報公開について、注意点を解説する永澤さん

山根小で薬物乱用防止教室
健康について親子で学習
　10月４日の山根小学校では、薬物乱用防止教室が開かれま
した。同校の５、６年生６人とその保護者がお酒やタバコ、
薬物の悪影響と健康について学習しました。
　児童６人は２つのチームに分かれ、お酒やタバコの悪いと
ころを書き出していくゲームをしました。その後、講師であ
る高下崇

たかのり

徳先生が、児童が書いた悪いところについて解説し
ていきました。また、お酒やタバコ、薬物を勧められたとき
の断り方について、親子で実践していました。

白熱した競技が展開されました

家庭婦人バレーボール大会
白熱した競技に汗流す
　村体育センターでは、10月７日に第48回
村家庭婦人バレーボール大会が行われました。
村内在住の女性90人が参加し、白熱した競
技に汗を流しました。
　選手はスパイクで攻撃をしたり、ブロック
で相手の速球を防御したりと、熱戦が繰り広
げられました。
　競技の結果、上位３つのチームを紹介しま
す。
■33歳未満の部
①戸田レモンズ
②江刺家トマトクラブ
③長興寺
■33歳以上の部
①伊保内１区
②江刺家トマトクラブ
③山根

お酒の悪影響について書き出していく児童
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９
月
28
日
、
二
戸
地
区
合
同

庁
舎
で
優
良
交
通
団
体
・
優
良

運
転
者
・
交
通
功
労
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

交
通
安
全
関
係
の
４
団
体
か
ら

47
人
４
団
体
１
校
へ
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
、

山
根
小
学
校
や
岩
本
久
一
さ
ん

な
ど
２
団
体
３
人
１
校
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

《
東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交

通
安
全
協
会
連
名
表
彰
》

▽
優
良
学
校
等

　
山
根
小
学
校

２
団
体
３
人
１
校
に
交
通
団
体
表
彰

喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
る

受
賞
者
２
人
（
写
真
右
１・２
番
目
）

１歳のお誕生日おめでとう☆

《
交
通
栄
誉
賞
緑り
ょ
く
じ
ゅ
う
じ

十
字
銅
章
》

▽
優
良
運
転
者

　
岩
本　
久き
ゅ
う
い
ち一（
二
ツ
家
）

《
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全

協
会
長
連
名
表
彰
》

▽
優
良
交
通
団
体

　
山
根
部
落
会

▽
交
通
功
労
者

　
山
下　
輝
雄
（
川
向
）

▽
優
良
運
転
者

　
田
澤　
秀
行
（
山
根
）

《
二
戸
警
察
署
長
・
二
戸
地
区
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
》

▽
優
良
交
通
団
体

　
堀ほ
り
こ
う
で
ん
き

閤
電
氣
株
式
会
社

大
崎
崇
仙 

さ
ん 

技
能
五
輪
で
全
国
へ

戸
田
小
で
学
校
公
開
研
究
会

　

９
月
27
日
の
戸
田
小
学
校
で

は
、
学
校
公
開
研
究
会
が
開
か

れ
、
村
内
の
小
学
校
や
県
北
教

育
事
務
所
な
ど
か
ら
職
員
が
一

堂
に
会
し
、
研
究
主
題
の
発
表

や
公
開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
主
題
の
発
表
で
は
、
同

校
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
説
明

的
な
文
章
を
読
む
力
の
育
成
」

を
主
題
と
し
た
、
国
語
科
の
研

究
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
公
開
授
業

で
は
、
１
〜
６
年
生
と
つ
く
し

学
級
の
６
つ
の
ク
ラ
ス
で
の
授

業
風
景
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
た
ち
は
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
、
各
ク
ラ
ス
の
授
業
を
参
考

に
し
て
い
ま
し
た
。

授
業
を
見
学
す
る
教
職
員
と

国
語
の
学
習
を
す
る
５
年
生

　

10
月
３
日
、
村
役
場
村
長
室

に
大
崎
崇た
か
の
り仙
さ
ん
（
23
）
＝
長

興
寺
上
＝
が
表
敬
訪
問
。
沖
縄

県
で
開
か
れ
る
第
56
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

技
能
五
輪
全
国
大
会
は
、
青

年
に
対
し
て
技
能
者
と
し
て
の

努
力
目
標
を
与
え
る
事
を
目
的

と
し
て
お
り
、
46
競
技
種
目
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
全

国
大
会
は
、
11
月
１
日
か
ら
６

日
ま
で
沖
縄
県
で
開
催
。
46
種

目
の
う
ち
42
種
目
が
行
わ
れ
ま

す
。
県
内
か
ら
は
６
人
が
代
表

と
し
て
出
場
し
、
大
崎
さ
ん
は

建
築
大
工
の
種
目
の
選
手
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

　

大
崎
さ
ん
は
、
伊
保
内
高
校

を
卒
業
し
、
平
成
29
年
に
二
戸

地
域
雇
用
開
発
協
会
か
ら
優
良

勤
労
青
少
年
の
表
彰
を
受
け
て

い
ま
す
。

技
能
五
輪
全
国
大
会
に
出
場
す
る

大
崎
崇
仙
さ
ん
（
写
真
左
２
）

１歳のお誕生日おめでとう☆

◉ 11月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募
集！！希望する人は11月12日（月）までに、写
真（データも可）を広報担当（☎42-2111内線
167）までお持ちください。

岩部 慎
し ん じ

士 くん

11月22日生まれ／長男／川向

（父）一雄さん（母）奈津美さん

「おねえちゃんと仲良く
元気に大きくなってね」

父・母より
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田
村　

畦
畔

あ
れ
こ
れ
と
仕
事
の
多
し
秋
収
め

晩
秋
の
山
々
か
く
も
燃
え
染
め
し

老
い
て
尚
生
き
る
も
楽
し
赤
と
ん
ぼ

墓
参
り
帰
り
は
胡く

る

み桃
拾
い
け
り

仏
壇
を
明
る
く
照
ら
し
菊
活
け
る

渡　
　

赤
藤

晩
秋
や
農
家
は
更
に
忙
し
き

里
山
に
活
気
み
な
ぎ
る
栗
拾
い

秋
収
め
悪
天
候
に
阻は

ば

ま
れ
し

佇た
た
ずみ

て
山
々
見
上
げ
秋
惜
し
む

長
き
夜
や
娘こ

の
胸
の
内
案
じ
つ
つ

高
島
ふ
み
女

す
で
に
秋
感
謝
で
浸
る
介
助
浴

あ
り
が
と
う
の
言
葉
増
や
し
て
秋
に
臥ふ

す

脳
ト
レ
や
我
を
忘
れ
て
秋
陽
落
つ

菅
野　

岑
子

畑
仕
事
終
へ
足
洗
ふ
日
向
水

改
め
て
話
す
こ
と
な
く
夕
端
居

嬰み
ど
り
ご児

と
寝
間
を
画
し
て
青
簾

す
だ
れ

禅ぜ
ん
え
ん宛

の
水
音
涼
し
風
涼
し

機
嫌
よ
き
日
の
口
笛
や
秋
日
和

冬
部　

雪
女

晩
秋
や
可
も
不
可
も
な
く
暮
ら
し
を
り

縄
文
へ
想
い
の
は
せ
る
栗
拾
ふ

大
口
を
あ
け
て
い
た
だ
く
今
年
米

児
童
等
の
前
に
後
に
赤
と
ん
ぼ

百
薬
に
優
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
草
の
花

初
秋
や
マ
シ
ン
に
委ゆ

だ

ね
励
む
四
肢

秋
口
や
不
安
払
拭
杖
の
功

舘
村　

青
村

南か
ぼ
ち
ゃ瓜

ま
つ
り
南
瓜
に
目
鼻
つ
け
て
あ
り

晩
秋
の
錦
織
り
成
す
山
河
か
な

円
通
寺
お
寺
寄よ

せ席
と
か
秋
彼
岸

台
風
や
夜
通
し
灯
る
村
役
場

出
来
秋
の
品
を
揃
え
て
道
の
駅

熊
野
館
鎮
守
の
杜も

り

や
紅
葉
映
ゆ

【
九
月
席
題
詠
よ
り
】

友
の
増
え
話
の
弾
む
敬
老
日　
　
　
　

（
畦　

畔
）

休
耕
の
畑
に
コ
ス
モ
ス
咲
き
乱
れ

背
負
い
来
し
数
多
の
歴
史
敬
老
日　
　

（
雪　

女
）

三
鉄
の
震
災
学
習
秋
の
旅

秋
彼
岸
こ
よ
な
く
晴
れ
て
墳
墓
の
地　

（
青　

村
）

つ
つ
ま
し
く
生
き
て
今
在
る
敬
老
日

む
ら
の
文
芸

第
３
６
６
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル �

上か

み

む

ら村 

ユゆ

き

こ

キ
子
さ
ん

昭
和
30
年
１
月
19
日
生
・
63
歳
（
荒
谷
）

　
夫
の
昇
さ
ん
と
結
婚
し
、
子
供
３
人

を
育
て
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
葉
た

ば
こ
の
生
産
を
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
３
年
程
前
か
ら
油
絵

を
始
め
、
人
物
や
風
景
を
描
き
ま
す
。

◆
目
標
は
？　

世
田
谷
美
術
館
の
向

井
潤
吉
ア
ト
リ
エ
館
に
行
っ
て
み
た

い
で
す
ね
。

◆
元
気
の
秘
訣
は
？　

何
で
も
物
事

を
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
だ
ね
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
事
は
？　

い

つ
で
も
笑
顔
で
、
小
さ
な
事
で
も
幸
せ

だ
と
思
う
こ
と
だ
よ
。

河か

わ

む

ら村 

貴た

か

ひ

ろ洋
さ
ん

28
歳
・
江
刺
家
下

　
今
年
の
５
月
に
、妻
の
彩あ
や
か花
さ
ん
と
結
婚
。

現
在
は
、阿
部
繁
孝
商
店
で
働
い
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
学
生
の
こ
ろ
か
ら
し
て
い
る

卓
球
で
す
。
阿
部
繁
孝
商
店
の
卓
球
部
で
練

習
し
て
い
ま
す
。

◆
幸
せ
に
感
じ
る
と
き
は
？　
奥
さ
ん
と
た

わ
い
な
い
会
話
を
し
て
い
る
時
で
す
ね
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
奥
さ
ん
と
結
婚
し

た
事
で
す
。

◆
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　
家
族
と
い
ろ

い
ろ
な
所
に
出
掛
け
て
み
た
い
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
変
わ
ら
ず
健
康
で
家
族

と
過
ご
す
事
で
す
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。



10

　

10
月
６
日
の
九
曜
塾
は
、
戸

井
良
沢
水
芭
蕉
公
園
で
、
村
山

友
会
の
協
力
の
も
と
、
キ
ノ
コ

採
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
48
人
は
、
岩
渕
好こ
う
き生

さ
ん
（
村
山
友
会
）
か
ら
説
明

を
受
け
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
山
に

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
キ
ノ
コ

採
り
は
初
め
て
と
い
う
児
童
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、「
あ
っ

た
！
」、「
見
つ
け
た
！
」
と
声

を
あ
げ
、
キ
ノ
コ
を
袋
に
入
れ

て
い
き
ま
し
た
。
採
っ
た
キ
ノ

コ
は
、
キ
ノ
コ
に
詳
し
い
橋
本

守
雄
さ
ん
（
村
山
友
会
）
か
ら

鑑
定
し
て
も
ら
い
、
食
用
の
キ

ノ
コ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
み
や
げ

に
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
山
友
会
会
員

手
作
り
の
キ
ノ
コ
料
理
を
食
べ

ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
、「
お
い

し
か
っ
た
」、「
ま
た
来
年
も
キ

ノ
コ
採
り
に
行
き
た
い
」
と
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
保
護
者
の
参
加
も
多
く
、「
親

子
で
良
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
」

10
月
の
九
曜
塾
は
キ
ノ
コ
採
り

　

９
月
23
日
、
第

63
回
村
駅
伝
大

会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ー
ス
は
、

丸
木
橋
サ
ー
ク
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
旧

宇
堂
口
小
学
校
ま

で
の
２
０・
９
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。
走

者
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
を
乗
り
越
え
、

町
中
を
駆
け
抜

け
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

丸
木
橋
の
ス

タ
ー
ト
地
点
を
一

斉
に
飛
び
出
し
た
走
者
は
、
暖

か
な
秋
の
日
差
し
を
浴
び
な
が

ら
、
次
の
走
者
へ
と
タ
ス
キ
を

つ
な
い
で
い
き
ま
し
た
。
沿
道

で
は
、
地
域
住
民
が
一
生
懸
命

走
る
選
手
に
大
き
な
声
援
と
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

チ
ー
ム
の
仲
間
が
ゴ
ー
ル
ま
で

寄
り
添
う
姿
も
見
受
け
ら
れ
、

各
団
体
と
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
で
タ
ス
キ
を
つ
な
い
だ
駅

伝
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　　　

競
技
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

仲
間
の
応
援
を
背
に
元
気
よ
く
ゴ
ー
ル
！

　
■
村
民
体
育
大
会

　
①
江
刺
家

　
②
伊
保
内
第
２
区

　
③
戸
田
第
１
区

　
④
戸
田
第
２
区

　
⑤
長
興
寺

　
⑥
伊
保
内
第
１
区

　
■
一
般
の
部

　
①
戸
田
走
遊
会

　
■
オ
ー
プ
ン
の
部

　
①
九
戸
Ｊ
Ｈ
Ｓ
―
Ｂ

　
②
山
戸
走
友
会

　
③
長
興
寺
体
育
大
学

　
■
中
学
校
・
高
校
男
子

　
の
部

　
①
九
戸
Ｊ
Ｈ
Ｓ
―
Ａ
　

チームワークでタスキをつなぐ駅伝

　

９
月
20
日
、
村
総
合

運
動
場
陸
上
競
技
場
で

九
戸
政
實
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
本

村
や
八
戸
市
な
ど
12
市

町
村
か
ら
、
14
団
体
の

べ
２
４
４
人
の
愛
好
家

が
会
場
に
集
結
。
自
慢

の
腕
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
愛
好
家
た
ち
は
、

他
市
町
村
の
垣
根
を
越

え
て
親
交
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
、

女
性
の
部
で
池
田
八
重

子
さ
ん
（
伊
保
内
下
）
が
７
位
、

竹
村
節
子
さ
ん
（
伊
保
内
下
）

が
10
位
と
奮
闘
を
し
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
好
成
績
を
収
め

た
選
手
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

■
男
子
の
部

　

①
石
橋
久
志
（
八
戸
市
・
最

　
　
優
秀
賞
）

　
②
齊
藤
誠
八
（
滝
沢
市
）

　
③
内
田
剛
（
八
幡
平
市
）

■
女
子
の
部

　
①
立
身
秋
子
（
滝
沢
市
）

　
②
上
杉
君
江
（
八
戸
市
）

　
③
三
上
キ
ミ
エ
（
一
戸
町
）

九戸政實杯ＧＧ交流大会

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
め
が
け
て

打
つ
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

キ
ノ
コ
を
収
穫
す
る
児
童

と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
、
親
子

で
秋
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。
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❖ 今月のおすすめ図書

　集中しなくてはいけない
局面で体が震えたり、固ま
ったりするイップス。原因
は科学的に解明されていな
い。前触れもなく襲ってく
る運動障害。それは選手生
命にも関わる。彼らはどの
ようにして乗り越えたのだ
ろう。

イップス
澤宮　優　著／角川書店

宇宙に命はあるのか
小野　雅裕　著／ＳＢ新書

定年オヤジ改造計画
垣谷　美雨　著／祥伝社

　1969 年７月 20 日。人
類が初めて月面を歩いて
から50年。宇宙の謎はど
こまで解き明かされたの
でしょうか。銀河系には
約1000億個もの惑星が存
在するといわれています。
人類の宇宙への旅は始ま
ったばかりです。

　黙る妻、呆れる娘、耐え
る嫁。鈍感すぎる男たち。
　女は生まれつき母性を持っ
ている？家事育児は女の仕
事？都合のいい常識に毒され
た男たちに、最終通告！！女
たちのリアルな叫びに共感必
至！旦那にも読ませたい本。

　あなたが生まれた
夜のこと、一つの星が
舞い降りてそっと、さ
さやきました。「あな
たのことを世界中が待
っていたよ」この世界
に生まれた、かけがえ
のないあなたへ贈る絵
本。

あなたは せかいのこども
まつむら　まいこ　著／ほるぷ出版

　

心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
人
工
呼
吸
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
と
、
緊
急
時
に

人
の
命
を
助
け
る

事
が
で
き
る
よ
う

に
、
中
学
生
が
２

週
に
わ
た
り
心
肺

蘇
生
法
を
学
び
ま

し
た
。

　

消
防
署
か
ら
、

講
師
を
招
き
、
倒

れ
て
い
る
人
を
見

つ
け
た
時
の
手
順
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
コ
ツ
、
人
工
呼

吸
の
大
切
さ
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

ＡＥＤの授業を実施

教
諭　

田
岡　

昌
彦　

折
爪
遠
足

　

折
爪
岳
は
標
高
８
５
２・
２

メ
ー
ト
ル
で
、
晴
れ
た
日
の
山

頂
展
望
台
か
ら
は
、
３
６
０
度

の
パ
ノ
ラ
マ
が
一
望
で
き
ま
す
。

ブ
ナ
の
原
生
林
、
野
鳥
、
ヒ
メ

ボ
タ
ル
な
ど
の
貴
重
な
動
植
物

に
恵
ま
れ
、
自
然
に
触
れ
合
え

る
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。

　

９
月
25
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
折
爪
遠
足
は
、
悪
天
候
の
た

め
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
生
徒
は
、
午
前
中
伊
高
祭

の
準
備
活
動
を
行
い
、
午
後
か

ら
学
年
ご
と
に
調
理
室
、
学
校

周
辺
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の

炊
事
活
動
を
行
い
、
生
徒
間
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

を
詳
し
く
学

び
、
な
お
か
つ

訓
練
用
の
マ
ネ

キ
ン
を
用
い
な

が
ら
実
際
に

行
っ
て
み
ま
し

た
。
相
手
が
マ

ネ
キ
ン
と
い
え

ど
も
、
生
徒
た

ち
は
戸
惑
い
が

見
ら
れ
ま
し
た

が
、
次
第
に
慣

れ
て
ス
ム
ー
ズ

に
蘇
生
法
を
手

順
よ
く
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
訓
練

ど
お
り
に
行
い
、
大
切
な
命
を

つ
な
ぎ
止
め
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
） 消防士から心肺蘇生法を教わる学生



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

逆
に
、
嬉
し
い
気
持
ち
も
蓄
積
さ
れ

ま
す
。
穏
や
か
な
笑
顔
で
褒
め
る
、
感

謝
す
る
、
相
槌
を
打
つ
な
ど
相
手
を
認

め
る
態
度
で
接
し
、
悪
い
感
情
を
残
さ

な
い
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
で
、
認
知

症
の
人
が
穏
や
か
に
過
ご
す
事
が
で
き

ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
工
夫
し
て
い
て

も
上
手
く
い
か
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

自
分
や
家
族
だ
け
で
は
限
界
を
感
じ
た

ら
、
第
三
者
に
頼
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
42
‐
２
１
１
１
村
役

場
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
に
相
談
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
は
自
身
が
認
知
症
に
な
っ
た

ら
、と
想
像
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

認
知
症
の
人
の
言
動
に
困
り
果
て
、

声
を
荒
げ
て
し
ま
う
事
が
多
く
あ
り
ま

す
。
本
人
の
た
め
に
何
と
か
し
て
あ
げ

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
る
ほ
ど
、

厳
し
く
接
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
誰

に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。

　

で
す
が
、
認
知
症
の
本
人
が
傷
つ
い

た
り
不
快
な
気
持
ち
に
な
っ
て
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
が
家
族

を
信
頼
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

認
知
症
で
は
、
記
憶
な
ど
の
知
的
機

能
が
衰
え
て
も
、
感
情
の
機
能
は
衰
え

て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
叱
ら
れ
て
い

る
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
叱
ら
れ
て

い
る
事
だ
け
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
、
皆
さ
ん
が
訳
も
分
か
ら
ず

急
に
大
声
で
怒
鳴
ら
れ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
？
嫌
な
気
持
ち
に
な
り
ま
せ

ん
か
？
そ
れ
と
同
じ
事
で
す
。
そ
し
て

何
に
つ
い
て
怒
ら
れ
た
か
と
い
う
記
憶

は
薄
れ
て
も
、
不
快
な
気
持
ち
に
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
て
、
そ
れ
が

蓄
積
す
る
と
被
害
妄
想
や
行
動
異
常
が

悪
化
し
、
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

認
知
症
～
誰
も
が
な
り
う
る
身
近
な
病
気
～

　
　
　
　
　
（
保
健
師　
河
村　
侑
乃 

）

■
特
定
保
健
指
導
と
は

　

特
定
健
診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が
現
れ
は
じ
め
た
、

ま
た
は
高
く
な
っ
て
き
た
と
判
断
さ
れ

た
人
に
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
も
ら

う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
な
ど

の
専
門
家
か
ら
支
援

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
特
定
保
健
指
導
の
受
け
方

①
特
定
保
健
指
導
の
案
内
が
届
く

　

対
象
に
な
っ
た
人
へ
通
知
を
送
り
ま

す
。
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

⇩

②
予
約
す
る

　

電
話
な
ど
で
特
定
保
健
指
導
を
申
し

込
み
ま
す
。

　
　
　
　
　

⇩

③
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
と
の
面
接
で
、

生
活
習
慣
の
改
善
計
画
と
目
標
を
立
て

ま
す
。

　
　
　
　
　

⇩

④
成
果
の
評
価
を
す
る

　

６
カ
月
後
に
、
健
康
状
態
や
生
活
習

慣
を
確
認
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

健
康
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
受

け
な
く
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

今
は
元
気
で
も
、
体
は
毎
日
少
し

ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
変
化
に
気
付
け
れ
ば
、
少
し
の
努
力

で
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。
早
め
の
対

処
が
肝
心
で
す
。

Ｑ　

忙
し
く
て
受
け
る
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

65
歳
以

上
の
５
人

に
１
人
が

認
知
症
に

な
る
時
代

が
近
づ
い

て
い
ま

す
。

ぜ

ひ
「
自
分

だ
っ
た
ら
」
と
想
像
し
て
、
思
い
や
り

を
持
っ
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ　

病
気
に

な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
も
っ
と

時
間
と
お
金
が

か
か
り
ま
す
。

早
く
異
常
に
気

付
い
た
り
、
悪
い
生
活
習
慣
を
改
善
し

た
り
す
る
方
が
お
得
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
が
で
き
れ
ば
、

あ
な
た
の
健
康
を
守
り
、
医
療
費
や
通

院
に
か
か
る
時
間
を
節
約
で
き
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
で
よ
い
生
活
習
慣
を
身

に
付
け
、
毎
日
の
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
１
２
）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
全

国
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
気

温
も
低
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
も
増
え

て
き
ま
す
。
身
の
回
り
を
も
う
一

度
点
検
し
、
一
人
一
人
が
火
災
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

村内の火災・救急（９月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 4 件 ＋４件
救 急 33 件 227 件 ＋８件

忘
れ
て
な
い
？　
財
布
に
ス
マ
ホ
に　
火
の
確
認

い
ち
早
く　
知
ら
せ
る
勇
気　
つ
な
ぐ
声

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

を
利
用
い
た
だ
き
、
自
身
の
年
金
記
録

の
定
期
的
な
確
認
や
年
金
見
込
額
を
試

算
し
て
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

の
利
用
登
録
は
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願

い
し
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
毎
年
11
月
を

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
出
張

年
金
相
談
窓
口
や
エ
ッ
セ
イ
の
募
集
な

ど
、
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
30
日
は
、
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、

老
後
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て

い
た
だ
く「
年
金
の
日
」と
し
て
い
ま
す
。

村内の交通事故（９月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 3 件 ± 0 件
物損事故 3 件 57 件 ＋ 13 件
負 傷 者 0 人 3 人 ± 0 人
死 亡 者 0 人 0 人 ＋１人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 －１人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 142日
（9月30日現在）

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

■
児
童
虐
待
の
防
止
・
早
期
発
見　

　

昨
年
、
県
警
察
が
虐
待
と
し
て
児
童

相
談
所
に
通
告
し
た
の
は
延
べ
６
５
７

人
で
、
過
去
最
高
で
し
た
。
皆
さ
ん
も

子
供
を
守
る
た
め
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る

場
合
に
は
迷
わ
ず
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
「
児
童
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら

　
虐
待
か
ど
う
か
自
信
が
な
い
と
見
過

ご
せ
ば
、
重
大
な
結
果
を
生
じ
さ
せ
る

事
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
勇
気
あ
る

通
報
が
子
供
を
守
り
、
子
育
て
に
悩
む

親
を
支
援
す
る
大
き
な
一
歩
に
繋
が
り

ま
す
。

■
犯
罪
被
害
者
支
援
活
動　

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
は「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
は
、
犯
罪
行
為
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的

な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
心
身
の
不
調
、
周

囲
か
ら
の
誹
謗
中
傷
、
再
び
危
害
を
加

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
不

安
や
恐
怖
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

県
警
察
本
部
で
は
、
各
種
犯
罪
被
害

者
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
犯
罪
被
害
者

本
人
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

※
相
談
は
、
岩
手
県
警
察
本
部
（
☎

０
１
９
‐
６
５
３
‐
０
１
１
０
）
ま
で
。

■
狩
猟
事
故
の
防
止　

　

県
で
は
、
11
月
１
日
か
ら
来
年
３
月

ま
で
の
間
、
狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す

が
、
例
年
こ
の
時
期
は
、
事
故
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
皆
さ
ん
も
狩

猟
が
行
わ
れ
る
場
所
近
く
で
作
業
を
す

る
と
き
や
、
山
仕
事
な
ど
で
山
に
入
る

と
き
は
、
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た

め
、
目
立
つ
服
装
の
着
用
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 11月５日㊊ 11月６日㊋ 11月12日㊊
空 き 缶 11月19日㊊ 11月26日㊊ 11月27日㊋
粗 大 ご み 11月13日㊋
紙・プラ類 11月８日㊍ 11月14日㊌ 11月22日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

11 ３ おりそ内科循環器クリニック 22-2251 11 ３ 森川歯科医院 23-6361

４ 浄法寺診療所 38-2021 ４ 岩渕歯科医院 32-2238

11 松井内科医院 33-2201 11 関歯科医院 38-2937

18 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 18 森川歯科医院 23-6361

23 川村医院 23-3252 23 右門歯科クリニック 38-2288

25 いちのへ内科クリニック 33-2701 25 国香歯科医院 23-2223

11 月

  精神科医師の
心の悩み相談

　眠れない、気持ちが落ち込むこ
となどはありませんか？また、家
族や近所にそのような人はいませ
んか？本人以外に家族の相談も可
能です。
■日時　12月11日（火）（予約制）
　午後２時～
■会場　村保健センター
■申し込み・問い合わせ　住民生活
課保健衛生班（☎42-2111内線123）

  11月11日～17日
税を考える週間

　小・中学生から募集した「税に
関する習字」および「税に関する
絵はがき」の作品展を開催します。
■日時・会場
▷11月10日（土） ～18日（日）
【ショッピングセンター・ニコア】
▷11月26日（月）正午 ～12月
２日（日）【ＪＲ二戸駅２階通路】
▷12月５日（水） ～９日（日）【村
役場】
■問い合わせ
　二戸税務署（☎23-2701）

  年末調整事務
二戸で説明会

　平成30年分の年末調整関係事務
の説明会を開催します。
■日時　11月21日（水）
①午前10時30分～正午
②午後２時～午後３時30分
■会場　二戸市民文化会館
■問い合わせ　
　二戸税務署（☎23-2167）

多重債務相談会
村公民館で開催

■日時　12月12日（水）午前11
時～午後３時まで
■場所　村公民館3階会議室
■申込期限　12月11日（火）正
午までの予約受付
■申し込み・問い合わせ
　東北財務局盛岡財務事務所理財
課・多重債務相談窓口（☎019-
622-1637）

編集後記
◆食欲の秋、スポーツの秋、読書の
秋…。たくさんありますが、皆さんは、
どの秋が好きですか？私はもちろん
食欲の秋。◆サンマの塩焼きや栗ご
飯、焼き芋などなど考え出したらキ
リがありませんね。いろいろ考えてた
ら、お腹が減ってきました。̂_（̂前川）

カーリングの
イベント開催

　誰でも参加できるカーリングイ
ベントを開催します。
■日時　11月10日（土）午前10
時30分～午後5時
■場所　岩手県北青少年の家ス
ケートリンク
■内容　初めてカーリング体験教
室（午前と午後、各50人）、両

もろずみ

角
公
こうすけ

佑さんトークショーなど
■申し込み・問い合わせ
　ミライリンク事務局（☎ 43-
3461）

お詫びと訂正
先月号の16㌻の記事で、男子走り高跳び
で優勝した七戸祐太さんの学年は、６学
年の誤りでした。お詫びして訂正します。
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人のうごき
（平成30 年10月1日現在）

●人　口　　５，８１９　人　  （－７）

　　男　　　 ２，７９３　人　  （－７）

　　女　　　 ３，０２６　人  　（±０）

●世帯数　　２，１６９世帯　　（－１）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　３　人  　（６６人）

　 転　 出　　　 　７　人  （１０６人）

　 出　 生　　 　　２　人  　（１５人）

　 死　 亡　　　 　５　人  　（８３人）
（カッコ内は１月からの累計）

11月は児童虐待防止推進月間
児童虐待相談は年々増加し、子どもの命が奪われる重大な事件も頻繁に発
生しています。児童虐待問題は、親や家族だけの問題にするのではなく、地
域全体で子どもと家族を見守ることが重要です。

◆児童虐待とは
　児童虐待は主に①身体的虐待（殴
る、蹴る、叩くなど）、②性的虐待（性
的行為を行う、見せるなど）、③ネ
グレクト（食事を与えない、不潔
なままにする、乳幼児を放置して
外出するなど）、④心理的虐待（言
葉で脅かす、無視する、兄弟差別、
面前で暴力を振るうなど）に大別
されます。
◆児童虐待相談の現状
　児童相談所への虐待相談は全国
的に毎年増加の一途で、平成28年
度の122,575件から平成29年度
には133,778件（速報値）と、９％
の増加となっています。岩手県に
おいても、平成28年度の942件
から、平成29年度には1,088件（速
報値）と15％増加しています。
◆しつけも行き過ぎると虐待に
　子育てにおいて、しつけと称し
て叩いたり怒鳴ったりすることは、
子どもの成長に悪影響を及ぼす可
能性があります。次のポイントに
意識しながら、子どもと向き合い
ましょう。①子育てに体罰や暴言
を使わない、②子どもが親に恐怖
を持つとＳＯＳを伝えられない、
③爆発寸前のイライラをクールダ
ウン、④親自身がＳＯＳを出そう、
⑤子どもの気持ちと行動を分けて
考え、育ちを応援。
◆子供や保護者のＳＯＳサイン
　児童虐待は、社会全体で解決す

べき問題です。あなたの電話１本
で救われる子どもがいます。次の
サインに気付いたらすぐに相談の
電話をください。
≪子どもについて≫
①いつも子どもの泣き叫ぶ声や、
保護者の怒鳴り声がする。
②不自然な傷や打撲跡がある。
③衣類や体がいつも汚れている。
④落ち着きがなく乱暴。
⑤表情が乏しく、活気がない。
⑥夜遅くまで一人で家の外にいる。
≪保護者について≫
①地域との交流が少なく孤立して
いる。
②小さい子どもを家においたまま
外出している。
③子育てに否定的・無関心である。
④子育てに強い悩みを抱えている。
⑤子どものけがについて不自然な
説明をする。

【各種相談窓口】
■児童家庭相談窓口…役場住民生
活課地域福祉班・村保健センター・
村教育委員会（☎42‐２１１１）
■振興局相談窓口…県北広域振興
局保健福祉環境部二戸保健福祉環
境センター（☎23‐９２０２内線
２２８）
■児童相談所…県福祉総合相談セ
ンター（児童相談所全国共通ダイ
ヤル☎１８９）
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10
月
７
日
、
戸
田
小
学
校
体
育

館
で
戸
田
か
ぼ
ち
ゃ
祭
り
が
開
か

れ
ま
し
た
。
台
風
25
号
の
影
響
で
、

体
育
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
、
イ
ベ
ン
ト
や
秋
の
味
覚

を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

１
歳
児
の

一
升
も
ち
背

負
い
歩
き
大

会
で
は
、
泣

き
な
が
ら
も

一
生
懸
命
歩

い
た
り
、
兄

弟
姉
妹
で
手

を
と
り
あ
い

な
が
ら
歩
い

た
り
と
、
何

と
か
し
て

ゴ
ー
ル
に
向

か
う
姿
に
、
会
場
か
ら
は
温
か
な

ま
な
ざ
し
と
、
応
援
の
声
が
向
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。か
ぼ
ち
ゃ
ボ
ー

リ
ン
グ
で
は
、
子
ど
も
の
部
と
大

人
の
部
に
分
か
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
っ
直
ぐ
転
が
ら
な
い
か
ぼ
ち
ゃ

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
参
加

者
は
ス
ト
ラ
イ
ク
を
目
指
し
奮
闘

し
ま
し
た
。
他
に
も
か
ぼ
ち
ゃ
の

橙色に染まる
戸田の町並み

戸
田
か
ぼ
ち
ゃ
祭
り

入  賞  者 記  録

重量
の部

①向川　忠雄 119 ㌕
②坂下　勇治 96.5 ㌕
③東井　幸雄 88.5 ㌕

景観賞
（団体）

①戸田上４班
②戸田上２班
③戸田下１班

景観賞
（個人）

①月花　三男
②斉藤　スエ

【戸田かぼちゃ祭り上位入賞者】

ハロウィーンの仮装をして仲良くゴールしました

景観賞で１位に輝いた戸田上４班かぼちゃの重さ当てゲームに挑戦！ かぼちゃを力強く転がしストライク
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重
さ
当
て
ク
イ
ズ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
ま
る
ま
る
ス
コ
ッ
パ
ー
ズ
に

よ
る
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
な
ど
も
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
小
宮
久
幸
さ

ん
（
26
）
＝
戸
田
下
＝
は
、「
か

ぼ
ち
ゃ
ボ
ー
リ
ン
グ
に
初
め
て
挑

戦
し
た
が
、
面
白
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
味
の

店
で
は
、
栗
ご
は
ん
や
か
ぼ
ち
ゃ

ド
ー
ナ
ツ
な
ど
、秋
の
味
覚
を
使
っ

た
料
理
が
販
売
さ
れ
、
好
評
を
博

し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
国
道

３
４
０
号
線
の
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
か
け
て
、
飾
り
付
け
ら
れ
た

か
ぼ
ち
ゃ
が
沿
道
に
並
び
、
通
行

人
や
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
目
を
喜

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
住
民
の
温
か
さ
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
色

が
あ
い
ま
っ
て
、
戸
田
の
町
並
み
が

橙だ
い
だ
い色
に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。




